社会福祉法人あかしあ労働福祉センター

２０１６年度事業報告書
1.基調報告
（１）地域包括ケアシステム強化推進法案とわたしたちの立場
　昨年３月に社会福祉法、５月には障害者総合支援法が改定され、２０１７年度以降の施行に向けて、全国の社会福祉法人や障害者施設が、定款変更や役員改選など、その対応に追われていることを承知のうえで、国はまさに、そこにつけ込んで、矢継ぎ早に「地域包括ケアシステム強化法案」の上程に向けての策動を虎視眈々（こしたんたん）とすすめてきました。そして今年の１月２０日に開会した第１９３回通常国会で、介護保険料の一部本人３割負担、老障一体化による利用者へのサービス低下は必至となる障害福祉サービス事業所の介護保険事業所化などを盛り込んだ一括法案として上程しました。
　本法案の正式名は、「地域包括ケアシステムの強化のための介護保険法等の一部を改正する法律案」となっていますが、変えられようとしている対象は、介護保険だけでもなければ、その一部でもなく、実に社会保障・社会福祉全体に及ぶものです。
　例えば、本法案で新たに創設される「共生型サービス事業」は、施設設備の最低基準も職員の配置基準も取っ払い、同じスペースに高齢者・障害者・児童を押し込んで処遇するというもので、そのためにひとりの職員が、准看護師と介護福祉士、保育士の資格を同時に取得させるようにするために、福祉系の大学や専門学校のカリキュラムから再編するというものです。そして、そのための処遇改善加算だけは、見せかけは増額させ、あたかも福祉職員の待遇が改善したかのように国民に印象づけるようなマスコミ操作をするのが、いまの国の姑息（こそく）な手法です。
　さて、その本質は、福祉現場の人材不足を逆手に取り、専門的な支援よりも、効率よく「設備も人もまわす」ことだけがこれからの福祉だといわんばかりで、つまりそれは国の財政負担＝公的責任を放棄するための、実態を無視した都合の良い法案でしかないということなのです。
　この法案作成に向けて検討してきた国は、ケアプラン作成までも有料化に向けた検討課題の俎上に載せてきましたから、今後は障害者の相談支援までも応益負担の対象としてくることは、もはや時間の問題です。この法案が可決されると、高齢者や障害のある人々、そして家族たちの悩みを金で解決させ、とことんまで歯止めなく福祉の有料化を突き進むことになる危険があります。
　こうしたなかで、全国の社会福祉法人は、国の思惑どおりに吸収・合併の波に呑まれはじめ、５年で社会福祉法人は半数に（東京都）などといった顕著な動きや、旭川市内でも法人の解散と合併がすでに起き始めています。
　わたしたちはこうした情報をつねに収集する全国のネットワークがあり、そして無認可共同作業所「手づくり工房あかしあ」開設以来の３０年近くに及ぶ歴史で試された実践と運営がありますから、そう簡単にぶれることはありませんが、油断をすると組織は些細なことから崩れる脆さもあることを一人ひとりの関係者が、しっかりと自覚して情勢に立ち向かう姿勢が必要です。
(２)相模原障害者施設殺傷事件からわたしたちは何を考えるか
　昨年７月２６日未明に神奈川県相模原市の障害者入所施設「やまゆり園」で起きた利用者殺害事件は、全国の障害のある当事者と家族、関係者に大きな衝撃を与えました。１９名の障害のある尊い命が奪われ、２６名が負傷した戦後最悪の凄惨な事件で、しかも容疑者が施設の元職員で措置入院患者でもあったこと、犠牲者の氏名がすべて匿名扱いとされていること、さらにその後に国が出した対策が精神保健福祉法の改定による措置入院対策の見直しという、拙速な対応であったことなどから、この事件はさらに複雑さを増しつつ波紋をひろげています。
この事件の真相は、多角的に見なければなりません。
まずは、①何よりも、犠牲になった障害のある利用者を想えば、何とも無念でならないと思います。とくに重複障害を狙った容疑者の犯行が明らかになっていますが、障害の重い利用者の人権を守るわたしたちとしては、断じて許し難い蛮行と言わざるを得ません。②犯行に及んだ容疑者の言動には、「障害者は生きていても仕方ない」といった優生思想が随所で如実に表れています。これは容疑者本人だけでなく、社会的思想背景としてとらえる必要があるとわたしたちは考えています。もちろん、犯行自体は容疑者個人の単独行為ですが、最近起きている介護施設での利用者殺害や、「介護殺人」と言われる老老介護や老障少介護の末の殺害事件などを見聞するとき、障害者や高齢者のいのちを、本来であれば社会的に守るべきであることを痛感するのです。今回の事件が、憲法２５条（生存権）に基づいて、利用者の命が最大限に守られるべき入所施設が惨劇の舞台となったことも痛恨の極みです。
また、この事件に対する国の対応にも、大きな問題を感じずにはいられません。
事件発生直後に、措置入院の見直しの検討を閣議決定した安倍首相ですが、その理由が、容疑者に措置入院歴があったからという、単純な理由で、しかも事件の真相解明もせず拙速な判断に、日本精神神経学会をはじめ、日本弁護士会連合会、日本精神保健福祉士協会、日本障害者協議会などから反対の声明があげられています。
一方で、容疑者は２月２０日、すでに「完全責任能力あり」として検察に起訴され、病気と犯行との因果関係が否定され、措置入院の見直しを法改定の根拠とする理由自体が存在しなくなってしまっているのです。
それにもかかわらず、措置入院の見直しを中心とした精神保健福祉法改定案をそのまま通常国会に上程しました。
なみに、同首相は事件発生の数日前にも日本精神科病院協会の会長とゴルフをしていたことが明らかになっています。「森友学園問題」をはじめ、数々の政治不信を招いている安倍政権が、もし本法案までもそのまま強行採決してしまうようなら、この国の政治は、もはや、本当に戦前前夜の暗黒時代に逆戻りといえるでしょう。障害のある人のいちのが国家全体で軽視されるとき、それが今かもしれないのです。
　しかし、わたしたちは、今回の事件の真相や背景をしっかりと理解するとともに、過度な防犯対策の強化のみに費用や時間をかけるのではなく、これまでの実践や運営にあらためて確信をもって前進することを今回の事件から学びました。
（３）たくましく成長した仲間たち
あかしあ労働福祉センターは、２０１７年度には事業創設３０年目を迎え、いよいよ障害のある仲間は１５０人、そして職員は１００人を超える組織となります。２０１６年度をふり返ると、３０周年に向けての確かな組織基盤を固めた一年でした。
社会福祉法や障害者総合支援法が改悪されつつも、運動をひろげながら粛々と対応し、「第１２回あかしあまつり」を開催したリ、せるぷコーポあかしあⅡの施設整備を完了、きょうされん第４０回全国大会ｉｎ北海道の成功に向けて実行委員会の活動に貢献、など事業と運動を確実に前進させることができました。
そのなかで、障害のある仲間たちや職員の着実な成長も随所に確認することができました。一方で、福祉人材確保の困難さにはじめて直面した年度でもありました。職員不足（欠員）の補充が未定のまま新年度を迎えることとなりましたが、３０周年に向けての組織・人事課題のひとつとしても検討していかねばなりません。
2.各施設運営の報告
（1）あかしあ労働福祉センター第１・第２・第３作業所

①個別事項
ア．あかしあ労働福祉センター第１作業所

〇作業部門

はじめに

当年度は職員が１名加わりました。

退所者では、地方の入所施設に入った利用者がいました。

その他は入院者も大きく体調を崩した利用者も、大きなケガも無く過ごせた一年でした。

＜生産面＞

・木工

　　　動物園や道の駅などに立ち寄る観光客の減少により、お土産物の売上が減少したため、在庫を作ることを極力控え、その分を他の自主製品の開発等に力を入れ、とりくみました。

ユニオンカレンダーも前年度と同じデザインで同数の売上を確保することができました。

　　季節商品のお雛様やクリスマスツリーについては、前年度の在庫を販売し、干支の組み木は新たに制作しました。

また、前年度に続き取引のある見城氏（旧ミカヅキ・現在はペレグリンファニチャー）からは鍋敷きのほかに組み立て式のテーブルや肘掛、コースターなどの注文があり納品しています。

糸鋸やペーパー作業の技術向上により、表札などの細かい字や模様の注文を受けられるようになりました。

・石鹸

　年度当所に職員の欠員があったことと再生利用業の更新が遅れたため、例年よりも製造数が減ってしまいましたが、なんとかお客様の注文には応えることができました。

・その他の作業

ウエスは納品先での使用量が減ったことで注文数が半分ほどになってしまいましたが、毎月注文をもらうことができています。

今まで廃棄していたウエスに使用できない綿以外の衣類を2課で取引のあるキョクサンへ渡すことにより、わずかではありますが収入につなげることができました。

＜作業以外＞

・レクリエーション

　　　　当年度は全員で東神楽森林公園での焼肉を楽しむことができました。

その他には９月に希望者のみで定山渓に一泊旅行へ行きました。プールやお風呂やバイキングでの食事など楽しみの多い旅行となりました。

・その他

毎日の朝会では仲間が交代で司会や日誌の書き込みをし、仲間が主体となって日程の確認や作業の分担等行ってきました。

当年度も定期的に面談を行い、支援計画を軸とした支援を行っています。

最後に

　　　課では当年度も「安全第一」をスローガンに揚げ安全衛生管理を推進してきました。今後もさらに気を引き締めて、利用者の安全確保はもとより、心身ともに健康であることを十分留意していきたいと思います。

〇介護支援部門
　　　
当年度は、これまでになく職員体制が安定した１年でした。

支援内容は、作業・訓練・活動の３つを基本に、人間関係や日常生活をより豊かにおくれるように、利用者ひとりひとりの障害の状態や発達段階を把握し、持っている能力を最大限に活かす支援を行ってきました。そのなかで、なかま同士での他人真似や、そっと手を差し出すなど利用者間のコミュニケーションが広がってきています。また、表情の乏しかったなかまが喜怒哀楽を力いっぱい表出させるなどの活き活きとした生活のようすがいたるところで窺われました。

利用者の中には、家族の入院時の心理面の援助が必要になったり、家庭でのヘルパー利用により、送迎利用が可能にすることができました。

毎週の職員会議では、個別ケースの細かな変化をも見落とさないように報告し合い、職員全体で共有し統一した支援ができるようにしてきました。

　しかし、３月に介護事故が１件おきたことについては、職員集団として、今後２度と事故を起こさないようにヒヤリハットを活用し介助中の危険度を報告し合い、職員間で周知徹底することで防止していくことを再確認しました。

【作業面】
働くことをとおして人間的発達を保障することを目的に、他の課のたくさんの利用者や職員と関わりを深めながら、毎日作業に励んできました。

作業の時間になると、それぞれがエプロンを着ける、車椅子にテーブルをつける、プロンボードに立つなどの準備をして、「これから作業をする」という意識付けを行いました。また、作業に集中できるよう覚醒を促すために、話しかけを多くしたり、モチベーションをあげるような工夫をいろいろとしてきました。

新しくウエス裂きの仕事ができたことで、能力に合わせてハサミを使う人や、ビリビリと引き裂く感触を楽しみながら集中でき、携われる作業が増えた人もいて、大変よかったと思います。また、刺繍フキンの制作は、長い時間を要するので、完成したときの達成感が大きく本人も満足できる作業になっています。

パンのシール貼りの作業を1人から2人体制にしたことで、なかま同士が協力し合う姿が見受けられました。

【医療面】

当年度も個別的に必要な医療ケアを実施してきました。

環境面では、念願だったエアコンが１台増え、例年に無いほど快適な夏を過ごすことができました。なにより作業や活動に集中できたことと、体力の消耗が以前より軽減され、機能面も維持されていたと思います。

感染面では、日々の健康状態に合わせマスクの着用の周知、手洗い、うがい予防接種（インフルエンザ）加湿（ノロウイルス）対策に努めてきました。インフルエンザの感染は、年明けに若干名に留まり安堵しています。

栄養面では、ひとりひとりの摂食機能、健康状態、ＡＤＬ状況に合わせ、パーテーションを設置したり、好みの音楽を聴きながら、自力摂取の継続とともに安全で落ち着いた食事ができるよう、工夫をしました。また、食べ過ぎ・ストレスによる嘔吐を予測し介助方法の工夫（時間、量の調整、食後の休憩）で対応してきました。現在では、食事スタイルも定着し、毎日の給食を楽しまれ、誤嚥や嘔吐も落ち着いています。

胃ろう栄養利用者については、注入がこれまでは昼に1回だけでしたが、15時にもう１回増えました。長座位の姿勢のため、注入中に緊張を伴うと体勢が崩れ、呼吸苦となり呼吸管理を含めた一般状態の観察と安全・安楽な姿勢の維持確保が必須となった1年でした。

今後もさらにＰＴ、職員の連携の中で、情報交換し安心で安全な生活が送れるよう努めたいと思います。

【活動面】
　当年度の活動も、生活年齢と発達年齢に視点を置き、利用者一人ひとりの発達を促すことを目的として、可能な限り個々のニーズに寄り添いながら、多種多様な活動内容を立案・計画・実行してきました。事業計画に記載している「活動の７つの柱」に沿って、職員間で意思統一しながら活動を展開しました。　

主として制作活動を行いながら、年中行事に合わせた活動を展開し、特に夏場は楽しみながら暑さをしのぎ、秋・冬も季節を感じられるような活動に取り組みました。月毎には買物活動や誕生会、あかしあ通信・きょうされんチラシ折込み作業なども継続してきました。日々の活動を通して、仲間同士のコミュニケーションが更に広がりと深まりを見せた年となりました。また、プール活動での水中歩行から、日常的な歩行や立位動作などが向上し、ＡＤＬがゆたかになった仲間もいました。

大きな行事の夏祭りとクリスマス会では、それぞれ、他課の仲間と職員と連携しピアノと楽器の演奏会を開催し、一緒に歌って交流しました。ハロウィンとクリスマス会では仮装やファッションショーにゲーム要素を取り入れて盛り上がりました。当年度は、運動活動にも力を入れ、ＰＴの協力のもとバランスボールやトランポリンを使って体幹機能やバランス感覚を刺激する内容を取り入れたり、大きなボールを使ってゲーム感覚で楽しみながら運動しました。あかしあまつりや辞令交付式などの法人全体の行事に向けては、展示物をみんなで協力して制作し、介護部門としてのとりくみ方を工夫しました。

　以下は、主に実施した年間行事です。
４月　　春の窓飾り制作、散歩開始、顔写真の刷新、畑作り準備、カラオケレク

５月　　畑作り開始、お花見散歩、顔写真の刷新、ソフトボール練習開始、プール活動開始　

６月　　あかしあまつり準備、ピアノ演奏会、ソフトボール大会

７月　　夏の窓飾り制作、かき氷を食べる会、サイパル周辺レク、陶芸を眺める会、プールレク

８月　　紙飛行機遊び、夏祭り、納涼流しそうめん、納涼スイカ割り、夏の大掃除

９月　　暗幕制作、大収穫祭、畑の片付け、きょうされん関連絵画制作、スポーツ交流会

１０月　　　看板制作、紅葉狩り、ハロウィン制作・仮装活動

１１月　　　お茶会、食事レク、クリスマス制作、リラクゼーション（足湯）開始、ビューティー教室

１２月　　　冬の窓飾り・クリスマス制作、クリスマス会・ピアノ演奏会、年末大掃除

１月　　カレンダー仕分け、すごろく遊び、新年会出し物準備

２月　　節分豆まき、新年会、ひな祭り制作

３月　　陶芸レク、春の窓飾り制作、辞令交付式準備
［訓練面］

　一日を通して最大能力を生かした（訓練要素を含めた）活発な生活が送れるよう多くの場面でＰＴ介入してきました。また、意欲性や仲間同士の輪が深められるよう仲間の行動に目的意識と役割を持たせ、仲間・職員お互いの想いを大切にしながら共有関係を築いてきました。個別訓練ではやらされている感にならないよう楽しめる工夫をしながら能力・反応を引き出してきました。同時に以上のことが習慣となるよう個別訓練のみならず日々の生活の中に取り入れられるよう努めてきました。その結果、中でもＡＤＬ面（トイレ動作、食事姿勢や咀嚼向上など）に結び付いた仲間、覚醒が維持され表情豊かで活気も向上された仲間、受け身から自主性・主体性が出て発語も活発になった仲間、慣れない環境にも適応しやすくなった仲間等々多くの変化がありました。

今後も能力を生かした生活の拡大及び職員全体への更なる理解を図りながら、生活支援員との連携にて能力を生かした楽しめる活動の提案とサポートしていければと考えています。また、生活スタイルの変化や加齢に伴って、体調面や精神面の配慮も要しており臨機応変に対応していきながら仲間の明るく居心地の良い居場所となるよう努めていきます。

イ．あかしあ労働福祉センター第２作業所

当年度は大きな事故もなく、無事に過ごすことができました。あまり作業に意欲を示さなかった仲間も積極的に作業に関われるようになり、落ち着いて取り組める時間が増えた１年でした。

＜作業について＞

　年度初めから行っているウエス切りの作業も全員が行える作業のため、仲間ができる箇所に入り全員で進めており、少しずつですがスピードも上がり、収入も増えてきています。

　自主製品の旭山動物園クラブに納品している革のリップケースも好評で、けっこうな頻度で受注がありました。

　週２日のライナーネットワーク（無料情報誌）の配布については、配布料だけでなく、肥満防止や健康維持のために行っていることもあり、集団の中に入って作業することが苦手な仲間もこの日だけは出勤して配布を行っております。

　月曜日と水曜日の週２回のベーカリーショップの店番については、担当の仲間のほとんどが挨拶からレジの使い方等も慣れ売り上げをのばすことができました。

　

＜レクについて＞

　受注・納品状況に合わせて、企画して行っております。今後も仲間の意見を聞きながら企画していきます。

＜利用者の支援について＞

必要に応じて家族や医療機関・専門機関・他の部署との連携、連絡を取り進めることができました。今後も多方面との協力により、利用者の発達と成長・安心した生活のために、定期的にモニタリングを行い、支援計画を軸とした支援を行っていきます。

　最後にこの一年もより良い環境作りに努め、「安全の心がけ」の推進と意識の向上により進めてきました。今後も「安全の心がけ」を進め安全管理を徹底していきたいと思います。

ウ．あかしあ労働福祉センター第３作業所

　　第３作業所は、２０１６年度も多機能型事業所（生活介護・就労継続支援B型）として全体でおいしいパンの製造に励んできました。

　　２０１６年度も材料費が変動する中、消耗品の節約なども含めて収支の安定化に努め、新作パンの開発にとりくみました。特に単価の高い調理・総菜パンの内容を見直し、種類を絞りながら一部に卵や鶏肉、玉ねぎやブロッコリーなどを使ったパンを製造し、今までより一部（もしくは全部）事前に食材加工することで、製造できるパンのバリエーションを増やしてきました。このとりくみは今後も一定継続して続け、常に調理・総菜パンをラインナップできるようにしていきたいと思います。

保育所関係からの定期的な注文や市内の一般業者への販売は２０１６年度も継続して受けることができ、新規での発注先も増やすことができました。

収支については２０１５年度からおこなっていた保育園関係への価格改定や、一緒にベーカリー販売をしている２課・介護課の頑張りもあり、売上金額は２０１５年度に及びませんでしたが純利益は増やすことができ、全体的な収支は改善することができました。

設備の面では、施設開設当初から使っていた急速冷凍庫が耐用年数も超えており、本体の不調も多く修理もそろそろ限界とのことで１８年目にして新しい急速冷凍庫に買い換えました。

利用者支援について、基本は一人ひとりと面談をおこない、アセスメント会議を受け、同意書で確認した個別支援計画にそって支援を進めました。

日常的な支援については、課の職員会議で確認し、職員間での共通認識としていくように努め、本人を中心とした支援をおこなっています。

また、生活介護事業利用者、就労継続支援事業利用者ともに定期的なモニタリングをおこない支援計画の見直しや細かいニーズの掘り出しに努め、パンの作業に関わらず本人の意向や状況に応じて柔軟に作業を選べ、適切な支援がうけられるよう配慮しました。

社会参加活動や集団活動については、そのとりくみを楽しみにしている利用者の想いに応えられるよう計画的にすすめてきました。利用者の企画や準備など積極的な関わりも増えており今後につなげていきたいと思います。

地域の医療機関、及び他の事業所とのつながりについては、ケース会議を中心に連携した対応を進めることが増えてきました。今後も利用者が少しでも健やかに就労・生活できるように他施設・医療機関と連携を図っていきます。

衛生管理については、手洗い、器具の消毒等例年通りおこない、とくにノロウイルスや食中毒に配慮した殺菌・消毒を欠かさずおこない、感染症を発症させることなく一年を過ごすことができました。
③共通事項

ア．庶務課

（デイアクティビティセンターあかしあについて）

　デイアクティビティセンターあかしあ開設から丸３年が経過しました。「通常、会計の見通しが持てるようになるまで３年」と考えていた時期を経過したところで、実利用人員が２０名を超え、予算規模も第２作業所や第３作業所と同じくらいになりました。他施設に比べると、まだまだ変動する要素は多く見通しが持ちにくい状況ですが、次年度は財政的には多少の安定のきざしが見受けられるようになりました。

（グループホームあかしあについて）

　せるぷコーポあかしあⅡの施設整備に伴う対応では、福祉医療機構から２５００万円の資金を借り入れました。法人として融資を受けることがはじめてであることに加え、新会計基準では借入金の処理方法が旧基準よりも厳格化されています。そのため、会計処理は手探りとなりますが、今回は年度末ぎりぎりの融資で返済が発生していないため、複雑な処理は今期では発生せず、具体的な対応は次年度以降の課題になります。

（新会計基準への対応と業務分担等の再検討について）

　新会計基準に移行して２年目、「改めて整理・修正すべき課題や問題点等を明らかにし、改善をはかる」ことを当年度の課題としていました。

日常の処理では内部取引の取扱いに苦慮することがあり、管理方法の工夫が必要と感じています。勘定科目の変更については徐々に慣れてきましたが、どこに振り分けるべきか迷うこともたびたびあり、考え方の整理と事例の蓄積がまだまだ必要です。そして、決算処理では、作成すべき帳票が非常に多くなったため、予想はしていたものの、かなりの時間を要します。各帳票の見方や活用方法など、その帳票を作成することにどのような意味があるのか、わたしたちの理解力が追い付いていず、スキルアップを図らなければなりません。こうした課題について、日常的に解決できるものは改善をはかってきましたが、長期的にじっくり議論を重ねなければならないものについては、十分な議論をし尽くしたとは言えません。引き続きの課題として次年度以降の業務の改善をはかっていこうと思います。

　なお、決算については別紙のとおりです。予算規模としては、せるぷコーポⅡの建設費関係を除く経常経費で、前年度比約１５００万の増（内、約５００万はデイアクティビティセンター、約８００万はグループホーム）となっています。

　障害者自立支援法が施行されて以降、毎年のように加算の新設や変更がなされ、今や一つの加算が取れるか取れないかによって、年間数百万円の影響がでます。加算に振り回されてはいけないと思いながらも、実際には、当年度も振り回された一年でした。

イ．調理課

当年度も衛生管理に徹し、給食を提供しました。日常業務の中では、器具・手指等はアルコール・塩素系の消毒剤を使用し、食器・器具等は９０度で１時間以上の熱風乾燥による殺菌を行いました。食材については、納品時の表面温度を点検記録と商品のロット番号や賞味期限を記録し保管するようにしました。食品加工品については製造業者で実施している「安全確認書」等をできる範囲で提供していただき保管しました。調理中には、生野菜等は流水で30分以上流す、加熱調理するものに関しては確実に中心温度７５℃以上で1分以上火を通す、沸騰確認・記録を実施しました。保健所等が主催している栄養等に関することの講習会には年数回一名参加しました。O－１５７を中心とした検便を例年通り月１回実施しました。

　当年度も年１回の身体測定を実施し、測定結果及び生活活動強度をもとに食事摂取基準量を算定し献立策定を行いました。合わせて、同一法人の就労支援施設の献立の栄養価計算を行いました。

献立作成を行う際には、栄養のバランスだけに配慮するのではなく、季節を感じられる旬の食材を取り入れる事、新しいメニューや行事に合わせた献立を工夫しました。セレクトメニューや目で見ても楽しめるようなクリスマスプレートメニューなどできる範囲で取り入れました。

ただ単に給食提供を行うだけではなく、提供時の利用者の食事の様子を把握して各課や家庭・必要に応じて医療機関と相談しながら、自助食器の導入や変更、食事の提供形態の変更を随時しました。咀嚼や嚥下に注意を計りながら給食提供を行いました。デイアクティビティセンターの給食提供においては、当年度も、食缶の提供を行わずに、「配膳」での方法を行いました。次年度に向けて、人数の増加することが予想されるので設備などを検討していきたいと考えています。

ウ．運営委員会

第１・第２・第３作業所が同一建物で一体的に運営していることから、当年度も各部署の責任者による運営委員会を定期的に開催し、情報と課題の共有を図りました。

エ．その他

○車両運行管理

　庶務課が運行から管理までを統括して担当しました。

○防災防犯管理

　避難訓練は年２回実施しました（６月・１０月＝ＧＥＮＫＩＹＡ、デイアクティビティセンターあかしあと合同）。２回目の訓練は、福祉避難所としての機能の確認を兼ねての就寝体制の確保に向けての訓練としました。
○健康管理

　庶務課が法人内全施設を統括し、利用者及び職員の健康診断を例年通りに実施しました（６～８月）。
○清掃管理

　業者委託による清掃は実施しませんでした。

○除雪管理

　業者委託による除排雪を実施しました（１２月～２月）。

（２）あかしあ障害者総合相談支援センター
1 一般相談支援事業（地域移行支援・地域定着支援）
　精神科病院や施設から退院・退所されて、地域生活を送る方に対しての各種相談支援および各支援者間の連絡調整や住居・日中活動・各種社会資源の確保などについて、昨年同様に制度にのせた形の支援は職員体制が組めないため対応できない状況にあります。
2 特定相談支援事業（計画相談）
　当年度の旭川市の計画相談導入達成率については、平成２９年２月末時点で、障害者９６，３％（計画作成済数３，９５４件（うち、セルフプラン６７件／市作成補助仮プラン５１８件・事業所作成補助仮プラン８５１件／未導入１５２件）障害児については１００％（計画作成済数１，３００件（うち、仮プラン・セルフプラン８７９件）という数値を発表しました。
昨年同様に、相談支援専門員数もさることながら、特定相談支援事業の指定を受ける事業所についても依然として不足しているという状況は変わらず、相談支援の現場に余力がないため、特定相談支援事業を開始して４年が経過しますが、職員の労働条件の悪化は継続しています。当たり前のように時間外や休日の時間を駆使しても余力はなく、したがって、当センターが目指していたワンストップ対応もおこなえず、新規の計画相談の依頼も受けられないため、お断りせざるを得ない場面や、一般相談や仮プラン作成のお手伝いくらいの介入しかおこなえず、現在対応させていただいているケースを真摯に対応していくことで精一杯の現状は続いています。
　当年度の計画書作成総数は１１６件、モニタリングは１１５件となりました。
3 相談支援事業
ア：福祉サービスの利用援助に関する事
　電話・来所・訪問・メール・ＦＡＸなどの手法で、各種障害福祉サービスについての概要説明および利用相談・支援をおこないました。本人や家族の意向を確認しながら、事業所探しや情報提供や紹介、見学、体験利用の相談と調整や申請手続き、事業所との契約への支援をすすめ、障害福祉サービスの利用につなげることができたと同時に、本人や家族からの相談以外でも、各種サービス提供事業所や医療機関から個別のケースについての生活相談もあるため、適宜の対応をおこなってきました。各種サービス利用開始後においても、事業所間の連絡調整や、当事者と事業所間の利用調整などの支援も臨機応変に対応しました。また、一部サービス提供事業所からは、利用定員に余力がある時などは、新規の利用者さんの確保に向けた相談もあります。福祉サービスの利用援助に関わる支援をおこなうことで、日中活動の充実や地域生活に必要な支援を受ける事ができ、地域で楽しく安心できる生活を構築することにつなげる事ができました。
イ：社会資源を活用するための支援に関する事
　当年度も、生活保護や障害年金などの申請や制度の詳細に関わる相談支援や、成年後見制度利用に関する法テラスの紹介および利用のための相談（同行・代行支援ほか）各種制度の手続き同行・代行支援、情報提供、利用に関する相談・支援をおこないました。また、精神科デイケアや訪問看護を含めた医療機関の利用相談や利用調整、医療機関への受診援助をおこなうことで、受診の中断を防ぎ地域で安心した自分らしい生活を維持するための支援や、利用者の高齢に伴う介護保険の申請及び利用援助など、障害福祉から介護保険への丁寧な橋渡し的な支援など、各事業所や関係機関とも連携や情報共有をおこないながら、相談者のニーズに即した充実した支援の展開につとめてきました。
ウ：社会生活力を高めるための支援に関する事
　家族や友人や恋人との対人関係の構築に関する相談や、障害や疾病との付き合い方および症状管理について、金銭管理を含めた地域生活全般に関する困り事などの相談に対して、話を傾聴し助言や適宜の支援をおこなうことで、不安の軽減が図られました。必要に応じて家族と連絡を取り合うなど、家族からの相談を受ける事もあり、本人の意向を大切にしながらも家族間の関係調整が図れるよう支援を行ないました。
　また、日常生活用品の購入に関する助言や買物同行、代行支援をおこなうことで、地域の中で自立した生活を送るために必要な生活技術の習得につなげることができました。状態が不安定な方、強迫観念が強い方、金銭コントロールがうまくおこなえない方などに対しては、丁寧な相談支援を継続していく中で地域生活の安定につなげることができました。
エ：ピアカウンセリングに関する事
　当事者同士が助け合い、率直な意見を交わしあえる場の提供と雰囲気づくり、当事者同士が互いを理解し合いながら行動し、関係構築が図られるよう働きかけをおこない、障害に関する事や自立生活に必要な事や、不安や悩み事などを対等な立場で話し合いが行えるよう、助言や見守りなどの支援をおこないました。
オ：権利擁護のために必要な援助に関する事
　障害があることで自らの力で権利擁護をおこなう事が困難な状態にあり、社会的な支援を必要とされている方に対して、各種契約や手続きへの対応、成年後見件制度に関する相談支援や、法律的な対応について、自己選択自己決定支援を中心に、本人が希望する地域で必要な支援を受けて生活をする権利保障の支援につとめました。
カ：専門機関の紹介に関する事
　各種制度に関わる行政機関への相談と利用に際しての同行代行支援、地域生活と密接な関わりを持つ就労や住居関係、日中活動の充実を図るための福祉サービス事業所ほか、各医療機関についての相談と利用に際しての情報収集および情報提供、地域で自立した生活を構築できるよう状況に応じた支援をおこないました。
キ：地域自立支援協議会・その他の相談支援に関する事
　当年度も旭川市自立支援協議会の構成員として、協議会の運営に携わりました。旭川市における相談支援の在り方についての検討が必要との見解から、相談支援の現状と問題点を出し合い、改善に向けての協議をおこないました。また、部会長間調整会議を開催していくなかで情報共有や部会ごとのスケジュールの把握、予算計上を要する項目の有無などについての協議もおこないました。
　支援者向けの報告会を計画・開催し、各現場からのさまざまな疑問や思いや意見を出していただく意見交換の場を設けるとともに、旭川市自立支援協議会の周知を図りました。
　　※相談支援事業実績表は別紙
4 地域活動支援センター（Ⅰ型）
ア：憩いの場所の提供
　当年度も、利用者がのんびりゆったりと安心してくつろげる居場所および環境づくりに配慮しながら、憩いの場所の提供をおこないました。当センターの利用者の方たちは、障害特性も生活歴も年齢層もさまざまなため、利用者ニーズにおいても多種多様となります。単身生活、家族と同居、ＧＨの利用（障害・高齢）日中活動を何もやっていない、複数の事業所を利用している人など、地域生活のスタイルはさまざまです。当センターの憩いの場を利用する事で、来所時には気の合うなかまや支援者との談笑や、困りごと相談、一人で静かにテレビやラジオや新聞を見たり、昼寝をしたり、過ごし方は人それぞれになります。利用の仕方についても９：３０～１８：００までの開所時間を設けているため、各個人のペースで自由に利用できるよう職員シフトを組んで対応しました。
一方で、不特定多数の利用者が個々のペースで利用しているため、障害特性の違いや体調や精神状態の浮き沈みの波や、年代の違いなどからくる利用者間のトラブルは避けられません。トラブルの内容如何によっては、個別面談や当事者を交えた三者面談や、各関係者との情報共有や、解決が難しい事案については警察介入など、いずれにしても臨機応変に早期解決を目指して対応してきました。
　当センターの設備面について、丸紅基金さんよりエアコンをつけていただいたことで、（台所・和室・相談室）真夏の猛暑時期においては快適空間をみなさまに提供する事ができました。
　
イ：食事提供（昼・夕食）
　当年度も限られた設備と空間と予算の中で、衛生管理に十分配慮しながら、栄養や健康面に留意して、低料金でバランスのとれた食事提供をおこなうことができました。
（検食については引き続き障害福祉課からの指導を受け継続実施しています）
栄養バランスを留意することはもちろん、季節の食材や行事食を食べる事で四季を感じ、大勢で食事をする楽しさを味わったり、リクエストしたメニューを食べて満足感が得られたり、食事を通してさまざまな喜びが得られるよう対応してきました。
　調理については、利用者の方と職員が一緒に台所に入り、食材買い物を含む調理作業全般に関わるさまざまな取り組みもおこなうことができました。これまでは食べるだけだった方が、職員と一緒に調理全般をおこなうことで、新たなやりがいや楽しみにつながり、食事と健康に対する意識の持ち方にも良い影響が伺えます。
ウ：入浴・ランドリー提供
　自宅にお風呂が無い、住環境が劣悪なためお風呂は設置されているが寒くて使えない、自宅のお風呂に入ることに不安がある、お風呂の掃除が面倒、ガスや灯油代が高くてお風呂に入りたくないなど、さまざまな理由から少数ではありますが当センターの入浴サービスを利用される方がいます。利用される方の経済的負担に配慮した料金設定となっています。＜冬期間（９月～５月）は２００円、夏期間（６月～８月）は入浴１００円、シャワー浴だけの方は1年を通して１００円＞
エ：レクリエーション活動
　当年度もカラオケ・誕生会・おやつの会・茶話会などのレクリエーション活動のほか、新年会・焼肉・ドライブ・買い物・外食・福祉バス日帰り研修・お祭り見学・クリスマス忘年会などの季節の行事を企画・運営しました。一泊研修については昨年同様に、就労継続支援Ｂ型事業所の研修に合同で参加させてもらうことで実現することができ、怪我や事故なく楽しい思い出を作ることができました。
オ：利用者ミーティング
　毎月1回、利用者ミーティングを継続しています。その日に集まった利用者の方を中心に、レジメに沿って報告事項（食事・コーヒー会計収支報告・そのた）協議事項を検討し、お知らせなどを周知しています。協議事項では、レクリエーション活動の内容やニーズの汲み取り、センター利用に際してのマナーやルールや約束ごとなどの確認を中心におこなっています。ミーティングに参加できなかった方に対してはミーティング報告書を掲示して周知してきました。
　昨年度に引き続き、「きょうされん国会請願署名」についての周知・協力依頼・簡単な学習をおこなうことができました。
カ：情報紙「らいふ」
食事提供メニュー表・行事案内ほか、各種生活情報などその時々にあった情報を掲載して、当センターの活動や取り組みと一緒に定期的に情報発信しています。情報紙の定期発送に伴う作業全般（印刷・折り込み・封入・宛名ラベル貼り・スタンプ押しなど）についても取り組みとして、職員と利用者と協働で定期発送する事ができました。各医療機関や関係事業所に発送して掲示していただくことで、より多くの方たちへの情報発信につなげる事ができました。
キ：啓蒙活動
　　精神保健福祉士や社会福祉士など国家試験受験資格を取得するための学生や、医療分野（看護）で学ぶ学生に門戸を広げ、将来の医療・福祉分野における人材育成に向けた実習依頼を受けた際は、積極的に実習生の受け入れをおこないました。障害者の権利保障を軸とした法人や施設の理念・実践・運営・運動に対する理解に裾野を広げ、障害者運動の担い手を育成し、当センターでの実習を通して人権や政治・地域社会に対する視野を広げ、福祉労働者としての専門性を高めて成長していただくことを目的に取組みました。当年度は、６月に11名の厚生看護学生、９月に旭川大学の学生を２名、１１月にボランティア講座より５名と道立看護学生を３名、延べ２１名の方たちを現場実習生として受け入れる事ができ、利用者・実習生・職員ともに学びの時間を持つことができました。
あかしあ障害者総合相談支援センター

相談支援事業実績（２０１６年度）

	
	
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	１０月
	１１月
	１２月
	1月
	２月
	３月
	合計

	相談方法
	電話相談
	200
	225
	257
	206
	157
	211
	158
	249
	174
	174
	153
	208
	2,372

	
	来所相談
	54
	48
	50
	47
	72
	41
	30
	61
	45
	50
	44
	57
	599

	
	訪問相談
	94
	153
	116
	112
	122
	121
	88
	123
	87
	112
	145
	121
	1,394

	
	メール相談
	12
	5
	7
	2
	4
	15
	3
	2
	8
	3
	3
	10
	74

	
	その他
	3
	7
	14
	3
	7
	8
	6
	8
	3
	7
	11
	11
	88

	相談者障害種別
	精神障害
	96
	109
	117
	127
	98
	124
	73
	115
	106
	113
	81
	123
	1,282

	
	知的障害
	23
	21
	15
	18
	33
	33
	31
	41
	13
	22
	25
	30
	305

	
	身体障害
	1
	4
	4
	4
	0
	0
	0
	4
	4
	6
	6
	4
	37

	
	精・知
	9
	16
	13
	11
	16
	23
	14
	30
	17
	8
	7
	25
	189

	
	精・身
	18
	13
	18
	8
	12
	12
	13
	18
	10
	6
	14
	10
	152

	
	知・身
	1
	4
	1
	4
	6
	2
	3
	3
	2
	7
	9
	7
	49

	
	精・知・身
	3
	8
	9
	3
	5
	3
	4
	5
	3
	3
	2
	5
	53

	延べ相談件数
	363
	438
	444
	370
	362
	396
	285
	443
	317
	346
	356
	407
	4,527

	１日平均相談件数
	19.1
	23.0
	20.1
	18.5
	19.0
	19.8
	14.2
	22.1
	16.6
	19.2
	17.8
	18.5
	18.9

	相談内容・内訳
	福祉サービス
	174
	246
	224
	182
	193
	209
	160
	230
	163
	200
	219
	207
	2,407

	
	社会資源
	66
	68
	96
	70
	58
	75
	36
	59
	35
	27
	54
	72
	716

	
	社会生活力
	123
	124
	124
	118
	111
	112
	89
	154
	119
	119
	83
	128
	1,404

	
	専門機関
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	
	その他
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	相談者
	本人から
	151
	175
	177
	177
	170
	197
	138
	216
	155
	165
	144
	204
	2,069

	
	親族から
	28
	45
	31
	32
	26
	21
	23
	22
	31
	25
	35
	31
	350

	
	関係施設
	129
	176
	177
	115
	121
	37
	99
	163
	93
	138
	143
	134
	1,525

	
	関係機関
	43
	37
	48
	40
	34
	37
	24
	35
	33
	14
	31
	25
	401

	
	その他
	12
	5
	11
	6
	11
	13
	1
	7
	5
	4
	3
	13
	91

	同行支援
	19
	22
	16
	8
	29
	17
	13
	6
	7
	9
	14
	9
	169

	訪問支援
	9
	6
	2
	1
	1
	3
	5
	2
	2
	1
	0
	11
	43

	代行・その他
	29
	40
	44
	30
	38
	56
	37
	41
	17
	25
	29
	30
	416

	延べ支援件数
	57
	68
	62
	39
	68
	76
	55
	49
	26
	35
	43
	50
	628

	１日平均支援件数
	3.0
	3.5
	2.8
	1.9
	3.5
	3.8
	2.7
	2.4
	1.3
	1.9
	2.1
	2.2
	2.5

	稼働日数
	19
	19
	22
	20
	19
	20
	20
	20
	19
	18
	20
	22
	238

	時間外・休日
	20
	20
	18
	11
	3
	11
	9
	18
	4
	15
	7
	18
	154

	計画相談
	62
	105
	　92
	109
	　99
	115
	　86
	　130
	68　　　
	121　　　
	123　　　
	116　　　
	1,226　　　

	延べ相談・支援件数
	420
	506
	506
	409
	430
	472
	340
	492
	343
	381
	399
	457
	5,155


地域活動支援センター事業実績　Ｈ２８年（２０１６年度）

	
	４月
	５月
	６月
	７月
	８月
	９月
	１０月
	１１月
	１２月
	１月
	２月
	３月
	合計

	憩いの場所
	352
	405
	507
	400
	415
	434
	394
	400
	371
	324
	406
	465
	4,873

	昼食サービス


	176
	176
	204
	163
	190
	160
	135
	137
	153
	136
	175
	184
	1,989

	夕食サービス
	147
	139
	162
	137
	125
	96
	79
	97
	61
	61
	115
	126
	1,345

	入浴・洗濯
	9
	11
	14
	8
	4
	5
	9
	18
	16
	20
	18
	11
	143

	レク参加者数
	95
	153
	142
	109
	105
	163
	120
	94
	103
	99
	94
	126
	1,403

	稼働日数
	19
	19
	22
	19
	19
	20
	20
	20
	19
	18
	20
	22
	237

	総支援件数
	779
	884
	1，029
	817
	839
	858
	737
	746
	704
	640
	808
	912
	9,753

	１日平均

延べ支援件数
	41
	46.5
	46.7
	43
	44.1
	42.9
	36.8
	37.3
	37
	35.5
	40.4
	41.4
	41.1


⑤（就労継続支援事業Ｂ型）

ア）生産活動

当年度もパンの作業、菓子製造、下請け作業をおこなってきました。

パンの作業では、送迎サービスを始めたことにより夕方の店舗販売や外部販売などの規模を縮小する形となりました。このことが大きく売り上げに影響はしませんでしたが、今後店舗の在り方について検討していく必要を感じています。

クッキーやケーキの作業は、北療祭や矯正展といった販売会への参加が恒例になっており、製造も販売もみんなで分担しながら当年度も参加することができました。前年度に食品表示法の施行にともない、表示シールの見直しをおこない変更しましたが、お客様からより具体的な使用原料の問い合わせをいただく機会も多くありました。消費者の食への安全意識の高まりを感じるとともに、食品を製造する側として安全で安心な商品を提供できるよう努めていきたいと再認識しました。

恒例のクリスマスフェアーの他に餅フェア―もおこない、合わせて約４５万円と年末に大きな売上を上げることができました。当年度のボーナスは平均８千円のボーナスを２回支給することとなりました。他にも、バレンタインデーやホワイトデーといった季節に応じたイベントも企画、実施しました。

下請け作業では閑散期と繁忙期の差が大きく、長期休暇の前など納期に追われることがありましたが、きちんと仕事を終わらせて余暇を楽しもうと利用者・職員が一丸となってとりくむことができました。下請け作業のなかでも、野菜加工の下請け作業で安定して大きな利益をあげることができ、作業工程のわかりやすさから得意とする利用者も増えました。

当年度途中で１名の利用者が他施設に通うことになり退所し、新たに８月に２名の新規利用者、３月には高等養護学校を卒業したばかりの新規利用者が加わり、就労継続支援事業Ｂ型の利用者は２０名となりました。

イ）文化活動

６月・北広島アウトレット　買い物レクリエ―ション

福祉バスを利用し、地域活動支援センターと合同でおこないました。北広島にあるショッピングモールで買い物をしました。この日の買い物を楽しみにしていた男性が多く、両手いっぱいに洋服や靴を購入していました。

８月・１泊２日　積丹旅行

　恒例の１泊旅行は福祉バスを利用し、地域活動支援センターと合同で利用者・職員合わせて２０名が参加しました。前年度１月に大阪への「空の旅」に行ったこともあり、この旅行は「海の旅」として積丹へ行くこととなりました。水中展望船に乗り、海の中の景色を見たり、ウニやアワビといった普段食べる機会の少ない海の幸をお腹いっぱい堪能しました。他にも余市蒸留所や小樽運河の観光地を巡りました。

１０月・増毛　社会見学

地域活動支援センターと合同で企画し、増毛へと出かけました。少しリッチな海鮮物の食事をしたり、天候には恵まれなかったものの街を散策して過ごしました。家族へのお土産もたくさん購入し、お腹も心も満たされた日帰り旅行になりました。

１月・新春ボウリング大会

　新年の始めの通所日は、除雪作業の後にはレクリエーションをおこなうのが恒例になっています。当年度は、家族会からいただいた寄付をもとに景品を購入し、ボウリング大会をおこないました。どんな景品が当たるかを楽しみに白熱したゲームとなりました。

その他のレクリエーション


　４月・食事＆カラオケ（ホテルパコ）

５月・花見＆温泉（東神楽）

６月・護国神社祭見学（希望者のみ参加）　

７月・肢体不自由児者父母の会チャリティビールパーティー

１０月・スポーツ交流会（希望者のみ参加）

１１月・肢体不自由児者父母の会チャリティミュージックパーティー

　　　・ビューティー教室（希望者のみ参加）

１２月・クリスマス＆忘年会（ファイブスター）

２月・法人新年会

　

　　ウ）その他の活動

調理員を配置して給食提供を定期的におこないました。利用者の誕生日にはリクエストメニューを聞いて献立に反映させるなど、献立の工夫をおこないました。毎月、法人内管理栄養士に献立の栄養価を計算してもらい、バランスの取れた食事を提供できるよう努めました。

（３）ＧＥＮＫＩＹＡ

当年度も、障害分野をはじめとする社会情勢はたいへん厳しい状況でした。

長年にわたり厨房内において中心的存在となっていたなかまの退所や、周囲に活気を与えていたなかまの異動、長期に渡り入退院を繰り返していたなかまとの別れなどもあり、一時はGENKIYA全体が悲しみに包まれましたが、亡くなったなかまに哀悼の意を込め、これまで以上にGENKIYAの団結と、頑張ることを決意しました。また、養護学校卒業後のなかま１名と、新規利用者１名の２名が新しくGENKIYAの一員として加わり、GENKIYAにとって環境が一変した１年となりました。お弁当づくりといった時間に追われてしまう作業ではありますが、その中でもレク等のさまざまな場面を通して、たくましく成長している姿を再確認することができました。GENKIYAをさらに発展していけるよう、PDCAサイクルに重点を置きながら、全体で計画、総括を交え、あかしあの理念に基づく「実践・経営・運動」を推進してきました。一致した職員集団を目指し、障害のある人が地域で安心して暮らせる社会実現のもと、きょうされん運動の推進や、全障研サークルでの研修参加、職員会議においても、福祉労働者としての目的意識を一致できるよう研修事項に重点を置きました。

　作業面に関しては、近郊施設・企業への営業や、各関係施設の行事に参加し、なかまの工賃保障と併せ、月イベントの見直しを行い、月末イベントの設置を行いました。商品に関しては、顧客のニーズに合わせ提供できるよう顧客アンケートの実施、各コースにおける実態調査、在庫調整等を行いました。作業面での支援では、それぞれの障害特性等や発達段階に合わせ役割分担を細分化し、作業内容の明確化を図りました。また、担当作業を継続してとりくむことでの達成感を通じて、労働意識・意欲の向上につなげていけるよう心がけてきました。依然として、なかま同士での声掛けが少ないことや、担当作業の自覚、最初から最後まで、継続してとりくむことが困難なケースも色々な場面で見られます。しかし「新しいなかま（後輩）のお手本となる」といった集団の中で良い刺激を受け、作業にとりくんでいる姿も少しずつではありますが見られています。今後の課題として、働くこととは？自立とは？等なかま１人ひとりの将来の夢、目標に向けて、短期目標を設置し、これまで以上に段階的にとりくむ必要があります。そのためには、工賃への関心を高める学習会を全体会議等において企画し、生活と労働を結びつけていけるよう考慮していきたいと思います。就労支援に関しては、ハローワーク主催の雇用促進フェアに当年度は３名が参加し、結果としては就職に結びつくことはできませんでしたが、本人が就職したい会社を探し、履歴書の作成、面接練習など、一般就労に向けて経験を積めた機会となりました。

　生活面に関しては、今年度も引き続き、集団的要素を重視してとりくみました。２０１４年度から継続して、「ものづくり」を行い、みんなのおもい・願いを「旗・のぼり」に書き綴り、メーデーの機会を用いて地域に広げるとりくみに繋げていきました。また、研修旅行（釧路・阿寒方面）においては、きょうされん加盟施設のオフィスきらりを見学し、他の作業所の実態や授産活動などを知る機会を設け、活発な意見交流の場となり、作業に対する意識・意欲向上等に繋げることができました。締めくくりの際には、きょうされん全国大会IN北海道のテーマソングをみんなで歌い、全国大会での再会を約束しました。次年度も継続して他施設とのつながりをもてるとりくみを行っていきたいと思います。また、昨年度からのとりくみとしてなかまだけのレクリエーション「なかまの余暇活動」を企画しましたが、リーダー的ななかまの退所や、なかまの重度化に伴い、活動に困難をきたす状況が予想されたため、全体会議で一致のもと、一旦中断とし、次年度以降の検討課題となりました。今後の課題として、次年度計画されているレクリエーションは、それぞれの役割を見直し、できたことでの達成感を充実させ、担当や役割に対する理解を深めていくことに重点を置いていきたいと考えています。今年度からの新しいとりくみとして、「化粧を上手にしたい」「１人暮らしの実態を知りたい」等の声が多かったため、「女子会」を企画しました。自分に合った化粧品（ファンデーションや口紅等）選びなど、今まで何を買ったらいいのかわからないという意見もありましたが、職員やみんなと選び購入することで、自分に合った化粧品も選べるようになってきています。GENKIYA新年会の際には、女子同士おしゃれをした「お披露目会」を開催し、みんなに綺麗になった姿をアピールすることで自信に繋がり女子会を開催してきた成果が大いに表れた企画となりました。１人暮らしの実態を知るとりくみとしては、女性職員宅にて、みんなで家庭料理を作り、食べながら、１人暮らしに必要な経費、家事（洗濯や掃除）についての説明を行いました。「家具や家電など必要なものを知れた」「別の家庭料理もつくってみたい」との声も多く、次年度もみんなのおもいや願いに繋げる企画としていきたいと考えています。

その他、運動プログラムでは、日頃の運動不足解消や、チームプレーを必要とするスポーツに重点を置きながら、集団的意識に繋げるとりくみとしていきました。今年度はGENKIYAで初となる運動会を企画し、玉入れや障害物競争、チーム対抗リレー等それぞれがいつも以上に応援し、協力しあう様子が見られる機会となりました。なかまからも「来年も行いたい」「なつかしくて楽しかった」など多くの声が寄せられ大変好評でした。
　各種学習会において、健康に関する学習会では、夏季・冬季の２度に渡り開催しました。夏季には「歯の大切さについて」と題して、歯科衛生士の方を２名講師に迎え、歯磨き実践と説明を兼ねてわかりやすく学ぶ機会としました。「いままでは間違えた磨き方だったんだ」と今までとりくんでいた磨き方の間違いに気づき、改善に繋げる学習会となりました。冬季には、作業上立ち仕事となり、腰痛や肩こりなどに悩むことが多いため、介護課の理学療法士を招き、昨年度の復習と併せて、簡単に解消できるストレッチを学習しました。その結果、休憩時間にとりくむ様子も見られ、健康に対する理解を深める場となりました。手話学習会では、聴覚障害のなかまが中心となり学習を進め、作業や日常会話の他、第４０回きょうされん全国大会のテーマソングの練習をしました。長年のとりくみの成果として、少しずつではありますが手話を用いて話しかけるなかまも増えている状況です。全国大会テーマソングの練習では、大会成功に向け一丸となってとりくんでいます。映画視聴会においては、昨年に引き続き、障害者ムービーや障害福祉情勢、障害福祉の歴史等を取り入れ、視覚的に理解を深めやすいよう企画しました。「障害者に対する差別は昔から続いている」「戦争は障害を生んでしまう」「○○さんの障害についてわかった」等さまざまな感想を聞く事ができ、今の自分たちと照らし合わせながら、個人・集団・社会と、ヨコへの発達に繋がる機会となりました。署名学習会においては、障害者運動の発展に繋げるため、声をあげていくことの大切さを感じてもらえる様、目的意識を一致させることに重点を置き、理解を深める機会としました。その結果、なかま１人ひとりがこれまで以上に率先して地域に広める様子も見られました。その他、宅配弁当事業にとりくむなかでも、署名運動やきょうされん事業活動等も併せて推進し、障害者運動を地域にひろげてきました。次年度も継続してとりくんでいきたいと思います。

　当年度は、職員体制も厳しいことや、なかまの退所、異動などGENKIYAにとって変化が激しい１年となりましたが、さまざまな場面を通し、職員・なかまともに成長できたのではないかと思います。次年度は、なかまの重度化に伴って送迎ニーズも増えてきている現状もありますが、全員で意見を出し合い、協力して、解決しGENKIYAが更に発展できるよう尽力していきたいと思います。
〇２０１６年度・年間行事（レクリエーション・運動プログラム・各種学習会）

	４月
	●映画視聴会（Eテレ変わる障害者福祉）

●旗・のぼり工作

●新規利用者・職員歓迎会

●手話学習会

●女子会（１人暮らしとは？）
	１０月
	●チーム対抗ソフトバレー

	５月
	●チーム対抗ドッチボール

●映画視聴会（北の零年）

●手話学習会
	１１月
	●クリスマスツリー・キャンドル製作

●手話学習会

●陶芸教室

	６月
	●チーム対抗ソフトボール

●手話学習会

●映画視聴会（障害者イズム）

●いちご狩り・日帰り温泉
	１２月
	●健康に関する学習会

●忘年会

●ボウリング大会

●手話学習会

●署名学習会

	７月
	●買い物支援

●研修旅行IN釧路

●手話学習会
	１月
	●書初め

●署名学習会

●映画視聴会（この子らを世の光に）

●新年会

	８月
	●健康に関する学習会

●夏の大運動会

●映画視聴会（ガチ☆ボーイ）
	２月
	●雪像づくり

●チューブ滑り

●署名学習会

●手話学習会

	９月
	●チーム対抗サッカー

●手話学習会●絵画

●女子会（化粧品等買い物＆ランチ）

●映画視聴会（人生ここにあり）
	３月
	●風船バレー

●手話学習会●署名学習会

●女子会（美容室体験）

●ごくろうさん会


（４）グループホームあかしあ
　　　当年度は２名の入居者が増えました。また、常勤職員１名を増員して、２０１７年４月のせるぷコーポあかしあⅡの開設準備を進めてきました。しかし、２名の職員が退職し、職員減となったため、厳しい運営となりました。次年度にせるぷコーポあかしあⅡを開設し、重度の仲間を迎えるためには、職員の増員が必要です。

1 それぞれのホームの様子

1． グループホームあかしあ

新しい１０代の仲間１名が入居し、入居者６名になりました。若い仲間が加わることにより、ホームの雰囲気が変わり、居間でみんなでゲームをすることもありました。また、入浴や洗濯などは混み合うため、順番を決め、就寝時までに終わるよう職員が声掛けを行なっています。

余暇はカラオケや買い物などにも行きますが、ホームで仲間とDVDを観たり、ゲームをしたりと、ゆったりと過ごすこともありました。

2． グループホームあかしあ旭町

当年度は新しい仲間を１名迎えました。月一度のレクリエーションでは、健康のために、車での移動だけではなく、目的の場所まで徒歩で行く取り組みも行いました。

利用者会議では個々人の１か月の目標やレクリエーションの予定を立てます。また、仲間から職員に対しての意見も出しやすいような雰囲気づくりも行いました。

健康や食べ物のことを学ぶために、清涼飲料水を蒸発させ、糖分がどれだけ含まれているかなどの実験もおこないました。

3． グループホームあかしあ末広

夕食を事務室にて共にすることで、入居者同士会話を楽しんでいますが、些細な行き違いもあります。月一回の利用者会議では、職員も交えて、意見の違いなども話し合い、解決してきました。

年末などには、居室の掃除など、できないことは職員と一緒におこないました。また、衣類などの購入のために大型商業施設に、２回買い物に行きました。

4． せるぷコーポあかしあ

当年度は、入居者同士の交流ができるよう取り組みを行いました。レクリエーションのあり方を話し合い、男性と女性ではやりたいことが違うことから、男女別にレクリエーションを行い、普段は経験することのできないマッサージやヘッドスパにも行きました。また、会議では他の入居者の生活・作業の様子なども報告し合い、互いの生活の様子を知る交流の場となりました。

平日は週一回の当番の日に職員と一緒に食事作りを行います。自炊が出来るようなメニューを工夫し、週末はみんなで食材を購入するなどの支援をおこなっていますが、土日に自分で調理を行うことは難しいようです。しかし、みんなで買い物に行く時には、荷物を持ってあげる、他の仲間の買い物が終わるのを待っているなど、互いに相手を思いやる気持ちが出来、良い関係を作っています。

2 文化・スポーツ・レクリエーション活動について

当年度も各ホームで、月1回程度のレクリエーションをおこないました。

スマイル会の活動は大型商業施設への買い物、札幌日帰り旅行、忘年会、お菓子作りと、昨年度の総会参加者で決めました。年々参加者が増えています。

当年度の合同のレクリエーションは、せるぷコーポあかしあの仲間と職員が企画しました。一泊旅行は、他法人のホームの仲間との交流を兼ねて登別方面へ行きました。焼肉は、久しぶりにホームの敷地内で行い、食べた後は花火もしました。

５月　一泊旅行　　８月　焼肉　　　１月　新年会

3 移動支援事業

通院同行は定期受診を中心に公共の交通機関を利用して行いましたが、１０月より福祉有償運送をスタートさせたことにより、公共の交通機関では対応できなかった場所や、ケース的には難しかった利用者も対応することが出来るようになりました。また、プール、買い物支援もおこないました。

余暇の支援では、カラオケ、ボーリング、映画など本人の希望の支援を行いました。

4 職員研修について

当年度の職員会議では、時々の情勢の学習を行いました。

（５）デイアクティビティセンターあかしあ

　　　
デイアクティビティセンターあかしあは、開設して３年が経ちました。利用者が安心して通所できる施設として、作業・活動・訓練・入浴をメインに利用者のニーズ、障害の状態等に応じた支援を通して、楽しい雰囲気の中で穏やかな通所生活が送られるように支援を行ってきました。

通所当初は環境に慣れず、日々の活動のなかで、緊張することが多かった利用者も、少しづつ緊張する場面が減ってきました。また、作業において開所当初よりも、少しですが、工賃を増やせることができました。

しかし、当面する養護学校の卒業後の進路のニーズへの対応を基本としてきましたが、利用者の高齢化に伴うニーズ等、多様なニーズに対応できるよう運営することが必要となってきました。　

医療的ケアが必要な利用者の日々の充実した労働保障や、入浴利用希望者が毎年増え、それに対応するために、現場の職員体制を今後どのようにするか等、さまざまな課題があります。

今後は、一層、家族や必要時は主治医等と連携・相談を行い、個々の身体状況に合わせたケアの実施に努め、あかしあの理念を基に、より労働を軸とした実践に努めていきます。
〔活動〕

本人が主体的に活動に参加し、意欲向上が図れるよう、日々の言動、行動、心理面、感性を洞察しながら、個々の能力が発揮できるよう工夫、考慮しながら支援していきました。特に年中行事や季節に合わせ、畑作りやプール活動、サイパルかコーチャンフォーのどちらかを、選択ができる外出レクや、イオンでの買い物等の外出レクも行い、少しでも季節感やさまざまな経験ができる活動展開に努めました。不定期ですがDAC通信作業も行いました。

今後は、より充実した内容にしてき、利用者同士が自発的に、さまざまな活動を通じて、共感できる関係作りをサポートできるようにしていきます。そのため、内容は引き続き、月単位で計画し、目標を明確に、又、随時見直しながら利用者が主体的に活動できるようにしていきます。

　
〔作業面〕

主な作業として自主製品の製造・台紙作り・ラベル貼り・袋づめラッピング、などを行っております。

　　作業においては、利用者の自主性やその日の体調面を考慮し、作業に参加できるよう工夫をしてきました。一人ひとりの能力に差はありますが、自助具や作業環境を見直し、その人の力を最大限に発揮出来るよう工夫をしてきました。さらには、適材適所の役割分担を心がけ、ひとつの作業における工程を細分化し、利用者にとってやりがいを感じられるような作業を提供してきました。

最近では、日々の関わり合いの中で、少しずつですが自然に作業にとりくむ様子も見られてきています。その結果、利用者にとって人との関わりや、労働後の程良い疲労感を感じられ、労働による発達の保障に、作業は無くてはならないものとなりつつあります。

今後の展開としては、授産製品の製造と販売を利用者ともに行い、さらに販路を拡大する事を目標にし安定した工賃を保障すること、それにより働くことをより生活の一部とし、利用者のＡＤＬの向上をめざしていきたいと考えます。

以下は、主な作業

クラフト作業全般

· ヘアアクセサリー　ヘアピン　ヘアゴム

· お祝い袋　　　　　ポチ袋　　

· ストラップ　ケータイケース

· クルミボタンマグネット

動物園グッズ　

· ブレスレット

〔入浴〕

　　安全で楽しく入浴できるよう、衛生面、介助方法等に注意しながら支援していきました。とくに、家庭で入浴が困難な利用者に入浴できる機会を保障することに努めてきました。

また、利用者の立場になって支援し、入浴中のなにげない、ひとつひとつの表情や変化を大切にしてきました。開設当初のころは、手探りだったため、手際があまりよくなかったものの入浴後、利用者のリラックスした表情や入浴の日を楽しみにしている利用者が増えてきました。
今後も引き続き、入浴時は特に安全に配慮するため、その日の利用者個々の注意事項や配慮すべき点、また健康状態の把握など職員への全体的な引き継ぎを日々の業務のなかで徹底して行うことを継続していきます。

〔訓練面〕

　　当施設での訓練は第１に生命機能の維持(及び向上)、次いで2次的障害の予防、介助量軽減やADL機能維持(及び向上)を目的に行ってきました。感受性が豊かで且つ、自身の欲求の表現方法がそれぞれ異なる利用者たちとまずは意思疎通が図れるようにと目線を合わせ、寄り添った支援を行いながらの訓練を心がけてこの1年を過ごし、漸くスムーズな意思疎通ができるようになったのではないかと感じます。また、新しく利用することになった新しい利用者の特性を利用開始前に関係者を通じて申し送りをして頂くことで、スムーズに利用開始できるよう環境を整えてきました。

　　ＤＡＣでは、利用者それぞれの個性に応じた訓練内容を検討し、それを作業や私生活の動作に活かせるような訓練を実施するよう意識しています。

　具体的な内容としては実生活に近い歩行機能の獲得を目指した階段や歩行等の移動練習、それを維持するための関節機能維持訓練、側彎の進行予防や姿勢修正、正常な刺激の入力による発達の促し等それぞれの利用者がもつニーズに添えるよう訓練内容を検討し、実施しています。また、重要な残存機能(会話や嚥下)の維持は利用者のQOLに直結する物が多く、それらの機能維持に対するアプローチは全職員で関わりを持つことで持続的に介入できていると考えます。

　　同時に、３種混合の重度障害を持つ利用者の機能を維持することの困難さを感じることも多々ありました。1度体調を崩すと持ち直すまでに長い時間を要すること、私生活のちょっとしたことが引き金となり生活レベルが落ちてしまうことを現実として再認識させられました。とくに嚥下や栄養、呼吸機能に関しては新しく利用することになった利用者においても非常にリスクが高く、手厚いケアが必要である事を認識し、体制を整えていく必要が利用者の生活を保障する上で最も重要なことだと考えます。

　　今後の展望としては、年々増える利用者に対して1人当たりの時間が減っていく中で、日々同じような支援になりがちですが、それを自覚しながら本当に本人たちとその周囲の方々が必要とされる支援をしっかりとニーズに沿って選択し、提供していければと考えます。

〔医療的ケア〕

新しい利用者が増えたことに伴い、気管切開や胃瘻注入をはじめとする、医療的ケアの介入が多い利用者が増えました。コミュニケーションをとることが難しい方も多く、家族からの情報や個々の日々の様子や表情・症状等から、精神的・身体的変化を観察し、適切なケア・対応ができるよう心がけてきました。

とくに、気管切開をしている方への、安全面や衛生面への配慮には力を入れており、入浴の際は入浴介助者への協力も含め、気管切開部分の装具を工夫したり、皮膚トラブルを避けるために配慮した処置を行ってきました。

また、休憩スペースの配置場所を検討したり、身体に緊張が強く不慮の怪我の可能性のある方への安全面など、どの利用者も安全・安楽に過ごせるよう、一人ひとりの身体状況に合わせた生活環境の整備を心がけました。

（６）共通事項

①教育研修活動
　　　・新任職員研修
　　　　前年度に引き続き主任を中心に講師を担当して実施しました。テーマ等は以下の通りです。
	開催月等
	テーマ
	講師

	第１回（４月）
	あかしあ労働福祉センターの歴史と理念
	川合

	第２回（５月）
	きょうされん運動の歴史と理念（わたしたちのめざすもの等）
	森田

	第３回（６月）
	共同作業所づくり運動②映画「どんぐりの家」鑑賞
	岡本

	第４回（７月）
	共同作業所づくり運動③映画「ふるさとをください」鑑賞
	青山

	第５回（８月）
	東日本大震災と障害者支援
	紙谷

	第６回（９月）
	戦争と障害者
	高橋ゆ

	第７回（10月）
	資本主義と障害者問題の構造的関係性
	松浦

	第８回（11月）
	発達保障論（発達段階論等）
	佐々木

	第９回（12月）
	社会福祉援助技術論（ソーシャルワーク論、福祉労働論）
	高野

	第１０回（１月）
	職員の専門性について（職員綱領等）
	北村


　　・中堅職員研修
当年度は、一定の経験年数を積んだり、中間管理職の経験をもっているなど、ある程度の役割を担っており、今後は組織の中心的な役割が期待される中堅職員を対象に、民主経営における組織人としての資質を高めることを目的に実施しました。

対象者は６名で、講師に後藤　強・きょうされん教育研修委員長（社会福祉法人ゆたか福祉会常務理事）を招き、ねらいや研修内容としては、「民主経営における規律と組織原則」をテーマに講義とグループワークを行い、自らの姿勢を見つめ直しステップアップを図ることとしました。
　　・実践報告会議
     全職員を対象とした集合研修として２回開催し、うち１回は虐待防止研修を兼ねて開催しました。内容は下記の通りです。
社会福祉法人あかしあ労働福祉センター　２０１６年度実践報告会議
１.趣旨

２０１７年９月に「きょうされん第４０回全国大会」を北海道で開催する準備を本格的にすすめる当年度は、無認可共同作業所「手づくり工房あかしあ」の開設から３０周年という節目を迎える準備と併せて、実践の歴史を確認し合い、新たな歴史を歩み出す助走の時期である。そのために、今のうちにふり返るべきはふり返り、確認すべきは今のうちに再確認しておきたい。
２.日時

第１回実践報告会議/２０１６年６月１６日（金）１４：３０～１７：００

第２回実践報告会議/２０１６年２月１６日（金）１４：３０～１７：００

３.場所

　あかしあ労働福祉センター第１・第２作業所集会室（旭川市末広２条１３丁目６番１７号）
４.内容

（１）第１回実践報告会議
1 基調報告「きょうされん第１９回全国大会をふり返り、第４０回全国大会を展望する」(14:30-15:30)
　　・スライドでふり返る第１９回全国大会（２０分/北村）
　　・トークでふり返る第１９回全国大会（３０分/ゲスト：高橋正樹+北村）

　　・第４０回全国大会の準備状況について（１０分/越智）
2 講演「仲間たちとともに歩む職員の働きがい。そして全国大会」(15:30-16:30)

講師：松本多仁子氏(社会福祉法人かがやき神戸・副理事長/きょうされん兵庫支部事務局長)　

3 実践報告（16：30-17：00）

　「関西旅行を通して、さらに一段とたくましく成長した仲間たち」
（あかしあ障害者総合相談支援センター）
（２）第２回実践報告会議（14：30-17：00）　

1 虐待防止研修（14：00-15：00　３０分）

・講義　障害者福祉施設従事者等による障害者虐待に関する動向（講師/北村）

2 分散会形式によるレポート報告とグループ討論（15：00-17：00　２時間）

　・分散会は概ね２０人×４グループ（場所は本体食堂・本体２階木工課・ＤＡＣ・ＧＥＮＫＩＹＡ）

　・司会は各主任

　（案）レポートは以下の各部門より報告（各分散会２本＠１本につき６０分以内で報告・質疑を終了）

あかしあ労働福祉センター第１作業所・作業部門

あかしあ労働福祉センター第１作業所・介護部門

あかしあ労働福祉センター第２作業所

あかしあ労働福祉センター第３作業所

あかしあ障害者総合相談支援センター（地域活動支援センター・相談支援）

グループホームあかしあ

デイアクティビティセンターあかしあ

ＧＥＮＫＩＹＡ

　　・外部研修
　　　　当年度の外部派遣研修は以下の通りです。
	　　　時期
	研修企画名
	参加職員

	５月
	共同集会実行委員会「憲法２５条を守る５・１２共同集会」（5/12・東京）
	佐藤（桂）

	
	旭川市「２０１６年度障害福祉関係説明会」（5/20・旭川）
	田中

	７月
	かみかわ相談支援センターねっと「道北圏障がい福祉基礎研修」（7/12・旭川市）
	森谷

	８月
	きょうされん北海道支部新任職員研修（8/26・苫小牧）
	高橋（慶）

	１１月
	北海道障がい者虐待防止・権利擁護研修（11/29-30・旭川）
	植田

	１月
	きょうされん第２０回経営管理者総合研修会(1/27-28・大阪)
	北村


②虐待防止体制

　　　　虐待防止規程に基づく虐待防止委員会は、連絡調整会議を兼ねて開催しました。
③苦情受付体制

当年度は、相模原障害者施設殺害事件が起きただけでなく、全国的に利用者に対する虐待が増加するなど、障害者施設に対する厳しい視線や監視が向けられた一年でしたが、当法人については苦情・虐待等についての申し出はありませんでした。

３．その他
（1） 法人運営
理事会は年間で８回、評議員会は４回開催しました。せるぷコーポあかしあⅡの施設整備に関する件や、社会福祉法の改定への対応など、必要な課題について、情勢動向を深めつつ協議してきました。

定款変更にあたっては、新たに評議員選任・解任委員会と運営協議会を設置するなど、組織的な変化を余儀なくされましたが、民主経営を発展させる立場から組織のあり方を検討するなかで、大きな混乱はなく、新年度を迎えています。
（２）きょうされん運動の前進を
①きょうされん全国役員・北海道支部役員等の選出

前年度に続き、北村理事長及び林　優子さん（あかしあ労働福祉センター第１作業所利用者）をきょうされんの全国役員として派遣しました。また、当年度も、支部役員に加えて複数の運営委員を選出し、きょうされん北海道支部及び道北ブロックの活動を推進しました。全国大会の開催を控え、例年以上に多忙な一年でしたが、得られた成果も多かったと思われます。
②組織拡大

国会請願署名・募金運動や賛助会員の拡大など、一人ひとりの関係者が運動への自覚と責任をもってとりくんでもらうよう、より積極的にはたらきかけました。
③第４０回全国大会の成功に向けて

２０１７年９月１５・１６日に札幌市で開催される全国大会に向けて、職員・利用者の代表９名が実行委員会の中心的な役割を担いました。
また、全国大会参加実行委員会（５名）を確立し、大会参加の準備（参加費用の捻出から宿泊の手配までのいっさい）を精力的にすすめてきました。大会参加募金や大会関連グッズの販売に加えて、完熟ミニトマトジュースや３０周年記念タオルの販売、「夜のあかしあまつり」などを企画し、大会参加に向けたとりくみをすすめてきました。
法人全体としては、２０１６年９月に札幌コンベンションセンターで開催された「２０１６全道大会ｉｎさっぽろ」（プレ大会）には重度の障害のある仲間と家族を含む６０名が参加し、本大会に向けた機運が高められたのではないでしょうか。
（３）施設・設備整備
1 グループホームあかしあ「せるぷコーポあかしあⅡ」の建設
法人の第３次計画で予定していた、重度障害のある仲間も入居できる、ショートスティ用居室付帯設備付のグループホーム「せるぷコーポあかしあⅡ」（入居定員６名+短期入居２名）は、２０１６年８月１２日に国庫補助が内示され、独立行政法人福祉・医療機構の融資も内定するとことで、９月５日に設計施工監理委託に係る指名競争入札を執行し、㈲大橋建築設計室が落札、同社と９月７日付で契約しました。
また、施工については、９月１６日に公告を行い、１０月１８日に条件付き一般競争入札を執行し、その結果、高組・新谷共同企業体が落札、同ＪＶと１０月２４日付で契約を締結しました。

工事については、当初の積雪が心配されましたが、予定通りに進捗し、３月２０日に竣工することができました。

2 あかしあ障害者総合相談支援センターの改築
第３次計画に基づく「あかしあ障害者総合相談支援センター」の老朽化に伴う改築工事については、設計業者との相談を行い、更地化の見積りを徴すなど、計画の具体化に着手しました。
3 助成金による設備整備
平成２８年度共同募金委員会より共同募金の配分を受けて、エレベーター制御ユニット改修工事（あかしあ労働福祉センター第１、第２、第３作業所）、平成２８年度旭川市社会福祉事業振興補助事業補助金の交付を受けて、あかしあ障害者総合相談支援センターでスタッキングチェアの新規購入、日本テレビ２４時間テレビチャリティー委員会より、リフト付きバスの寄贈を受けました。関係各位に厚く御礼申し上げます。
（５）その他

①隔年で開催している「あかしあまつり」は、２０１６年７月２日に１２回目を「みんなでつくる」をテーマに開催しました。
②当年度も、旭川大学（保健福祉学部・短期大学部）の非常勤講師として北村理事長を派遣し、地域の人材育成に貢献しました。
③フェイスブックを活用した広報活動での反応は以下の通りです。また、社会福祉法の改定に伴い、ホームページを年度内に開設・公開しました。
（リーチ数ベスト１０）

	日付
	タイトル
	リーチ数
	いいね！

	９月１３日
	第３作業所で水害救済とうきびパンの製造販売
	１０６４
	２９

	３月２３日
	第１作業所で表札の受注生産を開始
	７０９
	２０

	８月　５日
	第１作業所介護部門の夏祭り
	６５７
	２９

	１２月　６日
	オープンバザール２０１７のお知らせ
	５９６
	１５

	７月　１日
	第１２回あかしあまつりのお知らせ
	５８９
	２３

	７月　２日
	第１２回あかしあまつり
	５６７
	３１

	２月１０日
	合同新年会
	５５１
	３１

	１２月１１日
	タイガーマスクがやってきたクリスマス！
	５４４
	３４

	４月　３日
	２０１６年度総会
	４５４
	２３

	９月　９日
	完熟ミニトマトジュースの販売開始！
	４５０
	２１


4 無認可共同作業所「手づくり工房あかしあ」の開設から３０周年を迎える２０１８年４月に向けて、これを記念する３０周年記念事業の準備に着手しました。まずは、記念誌づくりのために、理事・評議員・顧問の代表４名による原稿執筆が進捗しています。
5 社会保険労務士事務所と契約し、より適正な労務管理に努めてきました。懸案となっていた産業医の選任については、当年度より旭川がん検診センターと契約し、労働安全衛生法の改定に伴うストレスチェックを実施するなど、職員の健康推進に努めました。
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